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研究成果の概要（和文）： 本研究では、日常に生きる書写指導の確立をめざし、まず字形が乱

れる場面や要因を明確にし、次に姿勢と持ち方による字形の変化を検証した。続いて「なぞり

書き」と「空書」、それらを融合したタッチパネル上への指やペンでのなぞり書き（「空なぞり」）

の効果を検証した。さらに、字形の乱れが著しい横書き速書きの平仮名について、文字と文字

とのつながり部分に注目したトレーニングを考案し、中学校において実践を試みた。 
 
研究成果の概要（英文）： In this study, the factors and situations that the shape of 
characters are disordered are confirmed and the changes of the shape of characters caused 
by the position and the way of holding a pen, aiming at the establishment of the practical 
Shosha guidance. In addition, the effect of "tracing with a pen", "tracing (simulation)in the 
air" and "tracing (writing)on a touch panel" is inspected. Furthermore, the training focused 
on the connection between Hiragana which remarkably cause the disorder of the shape of 
characters in fast horizontal writing, followed by the practical exam in a junior high school. 
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１．研究開始当初の背景 
文字の乱れには、用具用材だけでなく姿

勢・執筆法、書体、書式、「書きやすさ」に
係る身体的な側面など、様々な要素が複合的
に絡むためそれらを精査する必要がある。 

特に児童・生徒の書字活動の多くを占める
「横書き」書式では、例えば平仮名の「あ」
から次の文字へと書き進める場合、例えば

「あ」の最終部分（右上から左下へのはらい
＝連携ストローク）は、字源的な必然性から、
の乱れが顕著になるということが既に指摘
されている。この時、元の形を壊していると
いう意味で「損傷」の語が用いられた（小竹
2004）。こうした字形の損傷（乱れ）の問題
を回避する方策として、「連携ストローク＝
文字の書き終わり部分」だけでなく、「字間
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ストローク（虚画＝一文字目の書き終わりと
二文字目の書き始めの間の線にならない部
分）」に着目して、その書き進め方を検討し
た（杉﨑・沓名 2010）。 

持ち方については、「筆圧のかけ方」に関
わる基礎研究を行い、「縦書きと横書きとで
は指にかかる荷重が全く異なること」と、「書
写におけるいわゆる正しい（望ましい）持ち
方が、横書きの速書きでは行われず、思い思
いの楽な持ち方へと変化させていること」を
確認した。このような変化の原因である指の
痛みや集中力の欠如、つまり書字活動への苛
立ちや悩みの実際をふまえた横書き速書き
指導の確立が急務であると考えたため、本研
究に着手した（沓名・杉﨑 2011）。 

 
２．研究の目的 
国語科書写･書道教育の立場から、書かれ

た文字だけでなく、書字過程に注目して｢字
形損傷(文字の乱れ)」の要因を分析し、「書き
方」「持ち方」「姿勢」についてなど、多面的
に基礎研究を行い考察することを主たる目
的とする。さらに、その結果導かれた「望ま
しい書字スタイル」のモデルを作成するとと
もに、モデルによる可視化の効果を活用して、
学習者の発達段階に対応した｢有効な指導
法｣を試案として提示する。 

 
３．研究の方法 
（１）持ち方 書字時の握圧（筆記具を握る
圧力）、傾斜角、筆圧の計測から、「持ち方」
の分析を行い、望ましい持ち方について研究
協力者と生体の力学的な調査・検討を行う。 
（２）書き方 タブレット等と連動させ、ス
トローク（筆記具を持つ手指、腕の連動した
動き）の計測と考察を行う。また 3 次元的な
視覚教材への模索を含めて、視覚から気づき
を誘導する教育的な配慮から 3次元での計測
と評価を行い、医学・工学の研究者の協力を
得て考察する。 
（３）姿勢 人間工学的なアプローチから、
手指、腕、肩、その他の力学的な要素と、視
覚の要素、教育的な要素などを踏まえ、書写
教育の立場での書字動作における最適な姿
勢を検討する。 
（４）書字障害 これまで学習者すらも気付
かずに放置され続けてきた課題として等閑
視できない。特に発達性の書字障害について
は、成人してからは全く障害を残さず、学習
期のみの問題ではあっても、受験・就職へ向
けての対応が急がれる。将来的には、一般的
な学校教育に組み込まれていくので、本研究
では、①現状把握②分析を目標に進め、将来
的③指導案④教材・副教材開発を行う。 
（５）その他 学習時の書字による疲労につ
いては、これまでの予備的な研究で明らかに
できている。即ち、疲労によって持ち方・書

き方・姿勢が崩れ、それが書字へのモチベー
ションを下げ、さらに字形の崩れをも出現す
るという具合に、悪循環の状態である。つま
り（１）（２）（３）は連動して作用すると考
えられるため、これらを統合して考察を行う
こととする。 
 
４．研究成果 
小・中学校の書写の授業では、書き文字を

整えるために、整斉な規範となる文字に照合
させて自分の文字の形の乱れに気づかせる
などの自己評価や相互評価を繰り返して改
善を図るという教育的アプローチが主に実
施されているが、昨今では認知心理学的アプ
ローチを取り入れた指導が期待されている。
そこで、本研究では、実践への活用を視野に
入れて、多角的に基礎研究を行い以下のこと
を明らかにした。 
 

（１）字形損傷要因の分類 
 ここでは「字形損傷」という語を使用して
いるが、字の乱れの内容や程度に関わらず整
斉さを欠く場合を総称して「損傷」とするの
は粗放であるため、字形の乱れの表出に差異
を生じる「書く」場面の状況を再度確認した。
場面条件ではなく場面状況というのは、それ
が意図的に仕組まれた場面だけを指す必要
条件（＝ある物事が成り立つためには必要だ
けれど十分ではない条件）ではなく、十分条
件（＝ある物事が成り立つために十分な条
件）であることを意味するからである。その
結果、７つの場面状況が挙げられた。 
①文字数、②文字の種類（漢字・平仮名等）、
③速度、④書式（縦・横）、⑤用具・用材⑥
目的（〔伝達,記録/言語〕・〔表現/言語以外〕・
〔認証〕・〔学習〕）、⑦提示法（視写・聴写） 
特に、⑦の提示の仕方は指導の方法に直接

的に関わるため、手指の運動面という点に着
目し、なぞりと視写による学習効果の比較
（小野瀬 1995）や「視写」と「聴写」による
書字の比較と書字速度との相関性（河野
2008）、また、筆記具操作能力の発達的変化
や速さと正確性との関係（本多・佐々木 2009）
についても検討した。   
さらに書写指導の視点から字形損傷をと

らえ直したところ、損傷表出の場面・状況そ
のものが損傷要因である（廣瀬・橋本 2009、
小林 2004）ことが明確になった。 
 

（２）書字障害（ディスグラフィア）に対す 
る支援の実態確認 

ディスグラフィアの問題に関しては、損傷 
の程度や要因が多様であるため、個に応じた
支援が行われている実態をとらえることが
できた。例えば、漢字を構成する要素で分解
し色分けする、あるいは形を言葉にして表す
（稲垣 2011）などの書字障害における特別支



 

 

援の数々の方法を確認した（アトキンソン
2005、笹沼 2007）。こうした支援には、一般
の書写の授業で活用されている「なぞり」や
「空書」も取り入れられているため、改めて、
それらの効果を確認する必要性を実感した。  
障害と診断される場合に限らず、「感覚・

運動発達の階層性」を考慮して、認識と運動
の両面から、字形損傷表出条件の分類を生か
した指導が求められることを明確にした。 

 
（３）予備実験の実施と、その結果 

研究協力校において、字形損傷の実態把握、
書写が対応可能な指導手法のパイロットテ
スト、なぞり学習指導手法等を試行し、生徒
らの反応や字形損傷等を調査した。その結果、
絵・記号を視写する際、各々ある種のストロ
ーク（筆使い）で見本とずれることが分かっ
た。またモニタに提示した教科書体の文字を
指でなぞる実験では、筆画の中心から遊離し
ないこともはっきりした。さらに通常の筆記
具でのなぞり・姿勢等の調査では、書く速さ
により特異な姿勢の乱れが発生することを
確認した。数種の筆記具でのなぞりは、速書
きの場合、損傷は顕著だが日常よりも速さに
順応した軽い持ち方をするのに対し、遅く書
く場合は、速書きより損傷が緩やかなものの
持ち方が乱れる状況が認められた。 

以上のように「望ましい書字スタイル」の
認知面の問題について取り組み、脳内に記憶
させるための空書き的な「なぞり」の速書き
指導における有用性が示唆されたことから、
モデル作成につながる具体的な手立てとな
るべき重要な実験結果が得られた。 

 
（４）姿勢と持ち方による書字形の変化に関
する検証 

書字時の筆記具の傾斜角（持ち方）、書字
位置（姿勢）の分析を行い、望ましい持ち方
についての力学的検討を行った。また、人間
工学的なアプローチから、手指、腕、肩、そ
の他の力学的な要素と、視覚の要素、教育的
な要素などを踏まえ、書写教育の立場での書
字動作における最適な姿勢について検討を
加えた。 

実験方法：姿勢を同一に置き、紙の位置と
ペンの立て方により、書きやすさがどう変化
するか実験を行った。油性ボールペンを用い
て、丸を続けて横へ書く「α型」らせんを書
かせる。10 秒間できるだけ多く書かせ、直後
20 秒間休憩させることを５回繰り返し、その
書いた数を計測する。回数を重ねるにつれて、
慣れによる個数の増加と、疲労による個数の
減少がどのように変化するかを見た。用紙を
右、正面、左に置き、持ち方は、筆記具を「立
たせる」「寝かせる」の２種類の方法とし、
全部で６パターンを計測した（図１）。 

図１，筆記位置 

 
実験の結果、①身体の左前方の時、平均的

に多く書けるが、持ち方が立たせでも寝かせ
でも同様に漸減する。②筆記具を立たせて書
字した場合、最初とても速く書くことができ
るが、その後回数が漸減する。③筆記具を寝
かせて持った場合、正面と右側では、最初の
回数は少ないものの、漸増して数は安定する
ということが明らかになった。 
以上より、身体の左側での書字は、疲労の

影響を受けやすく、左半身・左ひじに体重を
かけながらの書字は、一見楽な姿勢のように
思われるが、逆に疲労しやすいと考えられる。
筆記具を立たせて書字した場合、最初とても
たくさん書くことができるが、すぐに書けな
くなるため、疲労の影響を受けやすい持ち方
であると考えられる。筆記具を寝かせて持っ
た場合は、最初それほど速く書くことができ
ないが、疲労も少なく、長く書き続けるのに
適した安定した書字姿勢であると言える。 
 
（５）「なぞり」と「空書」の字形認識効果
の検証と「空なぞり」の提案 
「なぞり書き」は、提示された文字の線を

指や鉛筆で辿る動き動作で、指で書く「指書
き」と筆記具を用いる「写し書き」とに分類
できる。字形練習の方法であり、「指書き」
は「①文字の字画を正しく覚える②筆順を覚
える③文字の点画、正しい筆づかいの理解に
役立つ」ものである。この「なぞり書き」は、
認知・再生のためのプランであり、手指の動
作のコントロールモータースキル（運動技
能）の発達としてとらえられる。 
また、書写学習では、「空書（くうしょ）」

もよく活用される。文字を空中や掌などに書
く「空書」は「空書き（そらがき）」ともい
い、文字の筆順の習得や点画の筆づかいの運
筆の速度などの練習に効果的である。「空書」
には、例えば、ある漢字の画数を尋ねられた
際に自然に出現する「指で空中あるいは掌に
書く行為」＝「文字の処理に伴って、何ら外
的な必然性がないにもかかわらず自発的に
生じ、知覚できる視覚的軌跡が残らない書字
運動」の意味もあり、その運動自体に、文字
認知のある側面を助ける認知機能が備わっ
ているということが確認できた。つまり、書



 

 

写学習で取り入れている「空書」とは、こう
した認知機能を意図的に起こさせているこ
とになる。 

そこで、「なぞり」と「空書」とを融合さ
せた「タッチパネル上への指やペンでのなぞ
り書き（「空なぞり」）」について、その効果
を、予備実験での結果も踏まえて検証した。 
既に、これに似た方法を使いて書字能力の

向上を目的としたデジタル教材やゲームと
して商品化されているものもあるが、それら
はいずれも書写的観点で作成されたもので
はない。したがって、「空なぞり」を、「空書」
自体の認知と運動の両面の効果に加え、「な
ぞり」の効用も含めた有効な方法として活用
することを考えたのである。 

 
（６）．横書き速書きスキルアップトレーニ
ングの考案 

本研究では、漢字仮名交じり文の横書きが
多いという現状をふまえ、板書を視写する、
意見を聴写するなどの必然的に速さが要求
される状況を念頭におきながら、横書き速書
きのスキルアップを取り扱う。ただし、本来
実画として表れない字間や書き進む過程に
も着目するため、実画で構成される字形に関
して用いた「損傷」の語との区別を明確にし、
字形の乱れを招く非効率な動きという意味
で「歪形（いびつなり）」ということにする。   

まず、これまでの研究成果をもとにして、
字間や書き進む固いに着目した「字間ストロ
ークの立体的なトレーニング」として、タブ
レット等と連動させたストロークの可視化
モデルを作成した。 

最も歪形が大きいのは、「あ」や「の」の
最終の左下への「はらい」から次の文字へと
続く部分にあたる、Ａ〔連係ストローク（注）
からのつながり〕であり、方向と形状の両方
に問題が見られる。（注―「連係ストローク」
とは、例えば「あ」の最終部に現れる「／」
方向の線のこと。縦書き書式で構築された結
果の「下の文字へと繋がる連係ストローク」
が実現形として文字中に吸収定着した。） 

次に、Ｂ〔書き終わりが「とめ」の仮名か
らのつながり〕において「とめ」が「はらい」
になる歪形が大きく、縦方向につながる「に
わ」や左下への「えん」よりも「てつ」のよ
うな右横への連続の場合が特に流れやすい。 
このような歪形を回避するには、Ａ〔連係

ストロークからのつながり〕の場合の字間ス
トロークを「α」、Ｂの〔書き終わりが「と
め」の仮名からのつながり〕字間ストローク
を「γ」というように二つのパターンをモデ
ル化して示して理解させる必要がある。そこ
で、これらの動きを効率よく実現できるよう、
二段階の手立てを加えたトレーニングを考
えた。 
 

（７）実践の試み 
多面的・多角的な見方や考え方を重視して 

いる中学校において、発展的な学習として横
書き速書きスキルアップの実践を試みた。 
  
◎「横書き速書きをスキルアップしよう」 
〇実践のねらい/「字間ストローク」を意識
化して、その歪形を回避する書き方を知る。 

〇実践の流れ 
・試書〔文を書き、横書き速書きの平仮名字 
形損傷の問題点をとらえる。〕 

 場面設定…「電話で家人への伝言を頼ま
れ、急いで平仮名でメモを取る」 
メモの内容…「けさどあのまえにいたこね
このかいぬしがみつかりました。」 

・手だて１/「空なぞり（プロジェクター等）」 
による字間ストロークモデル（Ａ,Ｂ）提示 

①「空なぞり」のタイムトライアル（２名
ずつ）→ 各自の空書 
②ミニホワイトボードへの「字間ストロー
ク筆記（マーカー使用）」 
③「話し合い」 どこに力を加えるとよい
か、ＡとＢの違いを考える。 
④ワークシートによる「なぞり書きトレー
ニング」 

・手だて２/動きのイメージ体感（奥行を三
次元で体感する） 

①３Ｄの体感    ３Ｄテレビを使い、
３Ｄの感覚を身体でとらえる  
②筆使いに応用   ３Ｄの立体感を筆
使いに変換 （空書） 
③指筆記  iPad を使用して実際に書く 
④ワークシートによる「なぞり書きトレー
ニング」 

・試書と同じ言葉を書く。  
・生徒自身による評価 
 
ここでは、「速さ」と「読みやすさ」の両

方に必然性を持たせ、日常的に有りうる状況
を考え、「町内会の会長さんから電話があり、
家の人への伝言を頼まれたため、急いで平仮
名でメモを取った」という場面を設定した。  
メモの内容は「けさどあのまえにいたこね

このかいぬしがみつかりました。」である。
縦書きでも同様の文を書いたので、横書きで
は縦書きでは見られなかった字形の乱れが
生じることに生徒自身が気づき、本実践のね
らいを確認することができていた。損傷の例
としては、「け」の三筆目終筆の「左下への
はらい」が「とめ」になる（「あの」の「あ」
も同様）、また、「さ」の三筆目の「とめ」が
流れて「はらい」になる。（「たこ」の「た」
も同様）ことが考えられる。 
「字間」に対する意識強化と、字間ストロ

ークの二つのパターンの理解を容易にする
ため、手立て１の字間ストロークモデルをプ
ロジェクターで写しホワイトボードに書く



 

 

「なぞり書き」では、速書きであることを再
確認して「タイムトライアル」形式にすると
ともに、生徒達がカウントダウンをしてゲー
ム感覚で楽しく取り組めた（図２）。 

次に、各班で対面に座る生徒同士で、ミニ
ホワイトボードを使った「字間ストローク」
のタイムトライアルを実施し、机上筆記への
移行をねらった。生徒達からは、「字間スト
ロークＡの場合は『あ』の最終のはらいの手
前部分」に、「字間ストロークＢでは最後の
『とめ』の部分」に力を加えるとよいという
意見が挙がった。さらに数名の生徒からは、
それが『あ』の『大まがり』や『た』の最後
の『とめ』をしっかり書くことに結びついて
いるという意見が出され、リズムが大事だと
いうことに気づいた生徒も見られるなど、力
の加え方への意識高揚が図られた。 
手立て２では、iPad への指筆記による「空

なぞり」と３D テレビによる「動きのイメー
ジ体感」を行った（図３）。こうした機器の
活用は、筆記具把持のストレスを除去でき、
生徒達の理解を容易にするために有効であ
った。 

図２，字間ストロークＢの空なぞり 

図３，筆使いへの応用の様子 

 

図４，iPad での書字実験の様子 

その後、iPad のアプリ「Henpitsu」を用い、
次へのつながりを重視した“らせん”運動を
意識させるため、「の」を２回書かせた（図
４）。iPad は触れたか触れないかしか感知し
ないが、滞留時間により太さ、すなわち毛筆
で言うところの滲みとして認識させること
ができる。iPad の仕様上、接触認識は面では
なく点になるため指の接触面が線の太さと
はならない。したがって、線に細太をつける
ように指導すると、必然的に筆速を調整する
ようになる。つまり毛筆において滲みの量が
筆の滞留時間を示すことがあるように、「の」
に関しては、払いに向けて、すなわち力を込
めてゆっくりと筆のバネを意識させるよう
な指導となりうる。iPad を与え、最初に試書
をさせたところ、図５Ａのように、終筆（最
終部分）の払いだけが細くなるが、他の部分
は同じ速度で書き進めるため、ほぼ一定の太
さの文字になっていった。ところが、図５Ｂ
にみられるように、筆でいうところの「バネ」
「スピード」「太さ」を意識させることによ
って、字形と払いの形を整え、次の文字への
ストロークがうまくできるようになってい
った。さらに書き進めるうちに、紙面（この
場合はパネル）に触れること、折れ（方向を
変える部分）を正しく認識すること、速さの
変化や太くする部分におけるゆっくりとし
た筆記の意識付け、バネのような次の文字・
字間への意識が自覚されていくにつれて、図
５Ｃのように見事な書きぶりへと変化して
いった。これは泡立て器の使い方のように、
3 次元的ならせん運動の自然な落下運動を書
字の運動に生かしながら自然な筆使いへと
昇華させられたと考えるべきであろう。この
ような非常に高度な難しい３Ｄの概念や技
術であっても、可視化し体感的な学習にする
ことによって、短い時間で自ら学びとること
が可能となった。 
 

Ａ Ｂ Ｃ

図５，iPad に書かれた画像の例 
 
（８）考察と今後の課題 
実践における留意点は、以下の通りである。 
まず、学習者が主体的に取り組める内容で

あることが求められる。横書き速書きにおけ
る平仮名の字形損傷については、日常的に漢
字仮名交じりの文を横書き書式で書くこと
が多いという現状をふまえ、学校生活におい
て必然的に速さが要求されるような場面設
定によって展開されたため、生徒が自己課題
として自覚し取り組めた。また、毛筆による



 

 

行書学習の重要性の自覚につながったこと
は、大いに意味あったと考えている。 
指導法の工夫としては、単純化し可視化した
モデル提示によってイメージ生成を促進す
ることが大切である。「字間ストローク」と
いう実際には書かれない部分は、歪形の回避
をイメージし意識することが難しい。したが
って、分かりやすいモデルの提示が有効であ
った。また、モデル化した場合には概念的に
なりやすいため、その際に動作化して体験的
体感的に展開することが重要である。 
続いて機器の活用について考える。今回は

プロジェクターや３Ｄテレビなどの最新機
器を使って、これまでにない形で指導を試み
たが、ここで行ったことの多くが、実は毛筆
の使用によって十分可能であることから、改
めて毛筆の教具としての有意性が確認でき
た。しかし毛筆使用には筆使い習得の難しさ
を伴い、硬筆においても筆記具把持のストレ
スを抱えたままで脳内イメージ字形の認識
を促進するという指導では効率がよくない。 
その点で、「空なぞり」のような筆記具を持
たない「指なぞり」は、認識面に働きかける
指導として効果的である。 
文字を書く際の不器用さの原因には、触覚

や固有感覚や痛覚といった感覚の鈍さが根
底にあると言われているため、書写・書道に
おいては、個人差への対応が不可欠なのであ
る。「感覚・運動発達の階層性」を考慮して、
認識と運動の両面から、字形損傷表出場面状
況の把握に基づく分類を生かした指導を推
進する必要がある（図６）。「空なぞり」はイ
メージ化意識化には有効であったが、一方の
運動面に関しては、今回は「ストローク」と
いう形で「書き進め方」を取り上げたものの、
実際に「文字を書く」部分については実践が
及ばなかった。今後さらに研究を進めなけれ
ばならない問題である。「書き進め方」を「手
指の動かし方」にまで具体化し、「書きやす
さ」の追求が「読みやすさ」と相反する状況
にならないような「姿勢や持ち方」について
の研究を進める必要がある。 
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図６，感覚・運動発達の階層性と字形損傷表出場面の関係

数字は４（1）「字形損傷の表出場面に関わる場面状況」に対

応している。 

 


